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欧

州

石
炭

鉄
鋼

共

同
体

(ピ
"
Ω
暮

ヨ
§

窪

鼠

国
嘆
。駄
。昌
器

α
口
O
ゴ
践
ぴ
B

雲

ユ
巴

、》
。§

)

は
、

一
九

五

一
年

四
月
十

八

日
署

名

の

「
欧

(
1

)

州

石
炭

鉄
鋼

共
同

体

を
設

立
す

る
条

約
」

(発
効

一
九
五
二
年
七
月
二
+
五
日
)
に
よ

っ
て
設

立
さ

れ

、
欧

州

経
済

共
同

体

(H
g
o
。
日
ヨ
ロ
ロ
凶
三
α

(
2

)

国
8
ぎ
慧

ρ
q
。
同
霞

8
澄
目

。)

は
、

一
九

五
七
年

三
月

二
十

五
日
署

名

の

「
欧

州

経
済

共

同
体

を

設

立
す

る
条

約

」

(発
効

一
九
五
八
年

一
月

一
日
)

に
よ

っ
て
設

立
さ

れ

た
。

両

共

同
体

の
設

立

の
間

に
欧

州
防

衛

共

同
体

(冨

9

ヨ
目
目

騎。
三
似
国
目
。
忌
。目

。
9

U
陳
Φ房
。
)

の
坐

折

が
あ

る

(「
欧
州
防
衛
共
同
体
を
設
立
す

る
条
約
」

一
九
五
二
年
五
月

二
十
七
日
署
名
、

一
九
五
四
年
八
月
三
十
日
フ
ラ
ソ
ス
国
民
議
会
批
准
拒
否
)
。

そ

れ

が
両

共

同
体

の
性
格

を
異

る
も

の

た
ら

し

め

た
最

大

の
原

因

で
あ

る
。

石
炭

鉄
鋼

共
同

体

の
機

関

は
、

最

高
機

関

(困幽斡
ρ
けO
》
信
けO
擁一け似
)、
共

同
総

会

(》
馨

ヨ
窪
曾

8
ヨ
日
琶

。
)、
閣

僚
特

別

協

議

会

(0
。諺
亀

(
飴

)

67

ω
駄

9
巴

α
⑦
巳

巳
・・
自
①
の
)

お

よ

び

司

法

裁

判

所

(
0
◎
霞

留

冒
ω
怠
8
)

で

あ

る
(
駕
佃
鶴
鮎
)
。
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経

済

共

同

体

の
機

関

は
、

総

会

(》
器
Φ
h
口
ぴ
一似
O
)
、

理

事

会

(0
8

ω
巴

)
、

委

員

会

(
O
。
ヨ
慧

ω
ω
δ
ロ
)
お

よ

び

司

法

裁

判

所

(9

自

9

冨

け
凶8
)

で
塾

難

∀

螂

(
4

)

経

済

共

同
体

条

約

の
署

名

と
同

日
、

「
欧

州

共

同
体

に
共

通
な

若
干

の
機

関

に
関

す

る
協

定
」

が
署

名

さ
れ

、

同
協

定

に
よ

り
総

会

お

よ
び

司

法
裁

判

所

は
両
共

同

体

(
お
よ
び
欧
州
原
子
力
共
同
体
)
に
共

通

と
さ

れ

た
。

問

題

の
範

囲

を
限

定

す

る

た

め
、
両

共

同
体

に
共

通

な

こ

の
二

つ
の
機

関

は
考
察

の
外

に
お
く

。

こ

こ

で
考

察

の
対
象

と
す

る

の
は
、

従

っ
て
石
炭

鉄
鋼

共

同
体

の
最

高

機
関

お
よ
び

閣

僚
特

別

協

議

会

、
経

済

共

同
体

の
理
事

会

お
よ

び
委

員

会

、

と
く

に
経
済

共

同
体

の

二
機

関

に

つ
い

て
で
あ

る
。

そ

の
地
位

と
権

限

の
面

か
ら

こ

の
四

つ
の
機

関

を

検
討

し
、

共
通

点

、
相

違

点

を
あ

げ

つ

つ
、

こ

の
ご

く
限

ら

れ

た
視
角

か
ら

と
ら

え

ら

れ

る
両

共

同
体

の
ひ

と

つ
の
著

し

い
違

い
を

述

べ
た

い
と
お
も

う

。

(
1
)

↓
吋臥
鼠

ぢ
ω葺
q
9
暮

冨

○
◎
B
ヨ
ニ
昌
9
⊆
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信
3
冒
α
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o
α
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0
ゴ
母
び
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昌
o
け
侮
o
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霧
●
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即

幻
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臼
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什
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0
3
ωu
↓
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凶鼠
oo
g

U
o
oロ
日
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U
昼
δ
日
90
二
ρ
ロ
窃
"
δ
Oρ

O
噂
・
目◎◎
㊤
～
bo自
「

訳
文

は
、

佐

藤
和

男

「
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
石
炭
鉄

鋼

共
同
体

の
創

設

に
関
す

る
条
約
f

解
説

と
試
訳
i

」

(
国
際

法
外
交
雑
誌

五
七
巻

二
号

六

一

ー

九

三

頁
)

(
2
)

臼
鴇
巴
鼠

言
ω
鉱
言

9。
暮

ド

O
o
目
ヨ
ニ
ロ
9。
ロ
鼠

田

8

0
目
一ρ
器

国
貫

o
葱

o
琶

o
・

原
文

は
、

閑
①
三
霞

9

0
8
ω
層
o
ロ
・
o
凶け
`
弓
》
.
N
お
～
ω
b⇔
切
・

訳
文

は
、

経
済
外

交
研

究
会
編

「
欧
州
経
済

統
合

の
動
き
」

昭

和
三

四
年

一
四
三
ー

二
〇

三
頁

　

　

鉛

訪

石
炭
鉄
鋼

共
同

体

に
は
、

最
高
機

関

を
補
佐

す

る
機
関

と
し

て
諮
問
委
員

会

(O
o
目
詳
傷
8
昌
の
巳
$
菖
O

が
あ

り
、

経
済

共
同
体

に
は
、

(

(
理
事
会

お
よ

び
委

員
会

を
補
佐
す

る
機

関

と
し

て
経
済

社
会
評
議

会

(
O
o
ヨ
ま

似
8
8

巳

ρ
ロ
o
o
け
ω
o
o
芭

)

が
あ

る
が
、

こ
れ

を

一
般
的
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(
4
)

に
石
炭
鉄
鋼

共
同
体

お
よ
び
経
済

共
同
体

の
機

関

と
称

す

る

こ
と
は
可
能

で
あ

る

と
し
て
も
、

C
E
C

A
条

約

七
条

お
よ
び
C

E

E
条
約

四

条

の
規

定

上
の

「
機
関
」

(
凶]P
ω
㎡一什口
け凶O
U口
)

と
は

一
応
区

別

し
て
考

う

べ
き

で
あ

ろ
う
。

な

お

こ
の
こ
と
に

つ
い
て
、

b
の
ω
.
O
o
拐

鼠

暮

o
噂
o
巳

◎
ρ

↓

げ
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国
自
同
o
O
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90
ロ
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胸
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置
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ω
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ヨ
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昌
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ω
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×
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ω
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8

0
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ω
・

原

文

は

、

痴
o
口
8

隔

9

0

8

ρ

o
や

9

け
●℃
娼
O
・
ω
Q◎
H
～

ω
o◎
艀
.

な

お

一
九

五

七

年

三

月

二

十

五

日

、

ロ

ー

マ

に

お

い

て

署

名

さ

れ

た

の

は

経

済

共

同

体

条

約

、

「
欧

州

原

子

力

共

同

体

(
ユ

ー

ラ

ト

ム

)

を

設

立

す

る

条

約

」

(
日

吋
9

叡

圃
旨
匂o
銘
什
β
蝉
昌
け

鼠

O
O
ヨ

巳

信
5
餌
二
鼠

国
q
目
O
O
傷
O
昌
β
Φ

血
Φ

一噂両
ロ
Φ
鴇
oq
冨

》

8

ヨ

5

偉
Φ

(
国
d
幻

》
↓

O
一≦
)
)

(
原

文

閑
o
暮

o
『

9

0
同
o
ρ

o
や

o
凶
け
・℃
℃
り
.
ω
N
①
～

も。
◎。
O
●)

お

よ

び

右

の

協

定

の

三

つ

で

あ

る

。

こ

れ

ら

三

条

約

の

署

名

国

は

、

フ

ラ

ソ

ス

、

ベ

ル

ギ

ー

、

西

ド

イ

ッ

、

イ

タ

リ

ア

、

リ

ュ

ク

サ

ソ

プ

ー

ル

、

オ

ラ

ソ

ダ

の

六

ヵ

国

で

あ

る

。

二

石
炭
鉄
鋼
共
同
体

の
最
高
機
関

は
、

「
一
般
的
能
力

に
よ

っ
て
選
ば
れ
る
九
名

の
構
成
員
」

に
よ

っ
て
構
成
さ
れ
る
。
そ
し

て
最
高
機

関

の
構
成
員
は
、

「
共
同
体

の

一
般
的
利
益

の
た

め
に
、
完
全

に
独
立
し

て
そ

の
職
務
を
行
う

」

こ
と
が
要
求
さ
れ
、
そ

の
た

め
溝
成
員

は

「
そ

の
職
務

の
遂
行

に
あ

た

っ
て
、

い
か
な
る
政
府

ま
た
は
い
か
な
る
組
織

の
指
示
を
も
求

め
た
り
、
ま
た
受
け
」

た
り
す
る
こ
と
を

禁
止
さ
れ
、

「
そ

の
職
務

の
超
国
家
的
性
格

と
相
容
れ
な

い
い
か
な
る
行
為
を
も

さ
し
ひ
か
え
る
」

こ
と
を
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
他

方
、
共
同
体
構
成
国

に
対

し
て
は
、

「
こ
の
超
国
家

的
性
格
を
尊
重

し
、
最
高
機
関

の
構
成
員

に
そ

の
任
務

の
遂
行

に
あ
た

っ
て
影
響
を

与
え
る
こ
と

の
な

い
よ
う
」
義
務
づ
け

て
い
る
(C
E
C
A

条
約
九
条
)。

最
高
機
関

の
構
成
員

の
地
位

の
喪
失

に

つ
い
て
、
条

約
は
司
法
裁
判
所

の
決

定

に
よ
る
罷
免
(C
E
C
A
条

約
=
一条

)
お
よ
び
総
会

に
お
け
る
非
難
動
議

の
決
定

に
よ
る
総
辞
職
(観
』
配
知
条
)
に
つ
い
て
規
定
し

て
い
る
が
、
最
高
機
関

69

 の
構

成
員

が
国

家

(
政
府
)

に
よ

っ
て
罷

免

さ

れ

る

こ
と

は

な

い
。

4



要

す
る

に
最
高
機
関

の
構
成
員
は
、
国
家
代
表

の
資
格

で
は
な
く
、
個
人
的
資
格

に
お
い
て
選
ば
れ
、
そ

の
地
位

は
国
家

か
ら
独
立

で

あ
る
。
そ

の
よ
う
な
構
成
員

に
よ

っ
て
構
成
さ
れ
る
最
高
機
関
は
、
構
成
国

か
ら
独

立
の
地
位
を
有
す

る
機
関

で
あ
る
と
い
い
う

る
。

構
成
、
地
位

の
点

で
、
こ
の
最
高
機
関
に
対
応
す
る
経
済
共
同
体

の
機
関

は
委
員
会

で
あ

る
。
委
員
会

は

「
一
般

的
能
力

に
よ

っ
て
選

ぼ

れ
、
か
つ
独

立
の
保
証

の
あ
る
九
名
の
構
成
員
」

に
よ

っ
て
溝
成
さ
れ
、
委
員
会

の
構
成
員

は
、

「
共
同
体

の

一
般

的
利
益

の
た

め
に

完

全

に
独
立
し
て
そ

の
職
務

を
行
う
。
委

員
会
構
成
員

は
、
そ

の
任
務

の
遂
行

に
あ

た

っ
て
、
い
か
な
る
政
府
ま
た
は
い
か
な
る
組
織

の

指
示

を
も
求

め
、
ま
た
は
受
け
な

い
。
構

成
員

は
、
そ

の
職
務

の
性
格
と
相
容
れ
な
い
い
か
な
る
行
為
を
も
さ
し
ひ
か
え
る
。
各
構
成
国

は
こ
の
性
格
を
尊
重

し
、
委
員
会

の
構
成
員

に
そ

の
任
務

の
遂
行

に
あ
た

っ
て
影
響
を
与
え
る

こ
と
の
な
い
よ
う
約
束

す
る
」
(C
E
E
条
約

一
五
七
条

)。

ま
た
条
約
は
司
法
裁
判
所

の
決
定

に
よ
る
罷
免

(C
E
E
条
約
一
五
七

盆爪2
、
一
山ハ0
客爪
)
お
よ
び
総
会
に
お
け
る
非
難
動
議

の
決
定

に
よ
る
総
辞
職

命

嘲
配
蘇
約
)
に

つ
い
て
規
定
し

て
い
る
が
、
委
員
会

の
構
成
員
が
国
家

(政
府
)
に
よ

っ
て
罷
免
さ

れ
る

こ
と
は
な

い
Q

こ
の
よ
う

に
委
員
会
も
個
人

的
資
格

に
お
い
て
選
ば
れ
る
構

成
員

か
ら
構
成
さ
れ
、
そ

の
地
位

は
構
成
国

か
ら
独

立
で
あ
る
。
規
定
上

も

機
関
の
名
称

が
変

っ
た
こ
と
と
、
最
高
機
関
構
成
員

の
職
務

の

「
超
国
家
的
性
格
」

が
、
た
ん
に
委
員
会
構
成
員

の
職
務

の

「
性
格
」

(5

)

と

な

り
、

「
超

国

家

的
」

の
語

が
消

え

た

こ

と
以
外

に
殆

ん
ど
変

っ
て

い
な

い
。

そ

れ

で

は
最

高

機
関

と
委

員

会

は
、

そ

の
独

立

性

に
お

い
て
全
然

差
異

が

み

と

め
ら

れ
な

い
か
。

構

成
員

の
任
命

方

式

お

よ
び

任

期

と

の
関

連

に
お

い

て
両
者

の
独

立

性

の
差

異

を
指

摘

す

る

こ

と
が

で
き

る
。
委

員

会

の
構

成
員

は

「
構

成
国

政
府

に
よ
り

、
全

員

の

一
致

に

基

い
て
任

命

さ

れ

る

」(C
E
E
条
約
一

五
八
条
一
項

)。
最

高

機

関

の
場

合

は
、
九

名

の
講

成
員

の
う

ち

八

名
が
委

員

会

の
場

合

と
同

様
、

構

成
国

政

府

に
よ

り

全

会

一
致

で
任

命
さ

れ

る

が
、

九

人

目

の
構

成

員

は
、

構
成

国

政
府

に
よ

り
任

命

さ
れ

た

八

名

の
構

成
員

に
よ

り
多
数

決

(
五
票
)

に

よ

っ
て
選

任

さ

れ

る
。

ま

た
任

期
満

了

お
よ
び

総

辞
職

に
基

く

改
任

の
場
合

は
、
構

成
国

政
府

の
全

会

一
致

が
え

ら

れ
な

い
と
き

は
、

六

分

の

五

の
多

数

決

に
よ

り

八
名

の
任

命

を
行

い
、

あ

と

一
名

に

つ
い
て

は
、

や

は
り

八
名

に
よ

る
選

任

の
方

法

が

と
ら

れ

る
(C
E
C
A
条

約
一
〇
条

)。

470
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両
機
関

の
構
成
員

の
任
命

が
構
成
国
政
府

に
よ

っ
て
な
さ
れ
る
と
は
い
え
、
両
機
関
が
政
府

の
管

理
下

に
た
ち
、
政
府

の
訓
令

に
よ
り

決
定
を
強

い
ら
れ
、
ま
た
決
定
を
取
消
さ
れ
、
そ

の
存

立
が
政
府

の
意

志

に
か
か

っ
て
い
る
と
い
う
わ
け

で
は
な
く
、

そ

の
地
位
が
構
成

国

政
府

か
ら
独

立
で
あ
る
こ
と
は
前

に
み
た
と
お
り
で
あ
る
。
し
か
し
機
関
構
成
員

の
地
位

の
独
立
性

は
、
任
命

の
国
家

か
ら

の
独
立
に

(
6

)

よ

っ
て
よ
り
完
全
な
も

の
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
経
済

共
同
体

の
委
員
会

の
構
成
員

の
任
命
が
例
外
な
く
構
成
国
政
府

の
全
会

一
致

に
よ

っ

て
な
さ
れ
る
の
に
対

し
、
石
炭

鉄
鋼
共
同
体

の
最
高
機
関

の
場
合
は
、

こ
の
方
法

と
構
成
員

に
よ
る
選
任

の
方
法
が
併
用
さ
れ
、
ま
た
改

任

に
あ
た

っ
て
は
…構
成
国
政
府
聞

の
多
数
決
の
原

則
が
と
り

い
れ
ら
れ

て
い
る
と

い
う

こ
と
は
、
任
命

の
国
家

か
ら

の
独

立

へ
の

一
歩
前

進
を
意
味
す
る
で
あ
ろ
う
。

し
た
が

っ
て
こ
の
点
を
考
慮

に
入
れ
る
な
ら
ば
、
そ

の
独
立
性
に

つ
い
て
最
高
機
関

に
よ
り
多

く
の
配
慮

が

な
さ
れ

て
い
る
と
い
う

こ
と
が
で
き
、
そ

の
限
り

に
お
い
て
委
員
会

の
独

立
性

は
、
最
高
機
関

に
く
ら

べ
若
干
後
退
し

て
い
る

と
い
う

こ

と
が
で
き

る
で
あ
ろ
う
。

最
高
機
関

の
構
成
員

の
任
期
が
六
年
(C
E
C
A
条

約
九
条
一項
)
で
あ
る
の
に
対

し
、
委
員
会
構
成
員

の
任
期

は
四
年
(瑚
旭
細
諜
囎
輔
)
と
短
く
な

っ
て
い
る

こ
と
も
ま
た
委
員
会

の
独
立
性

の
後

退
を
示
す
も

の
と
い
え
る
。

石
炭
鉄
鋼

共
同
体

の
最
高
機
関
お
よ
び
経
済
共
同
体

の
委
員
会

が
、
超
国
家
的
機
関

と
よ
ば
れ
る

の
は
、
主
と
し
て
そ

の
地
位

の
国
家

か
ら

の
独

立
性

に
よ

っ
て
で
あ
る
。
委
員
会

に
最
高
機
関

と
く
ら

べ
て
独
立
性

の
後
退
が
み
ら
れ
る
と

い
う

こ
と
は
、

と
も

に
超
国
家

的

機
関
と
よ
ば
れ
る
と
し
て
も
、
両
者

の
超
国
家
性

に
差
異

の
あ
る
こ
と
を
示
し

て
い
る
。

つ
ぎ

に
石
炭
鉄
鋼
共
同
体

の
閣
僚
特
別
協
議
会

は
、

「
構
成
国

の
代

表

に
よ

っ
て
構
成
さ
れ
る
。
各
国

は
そ

の
政
府

の

一
員

を
代
表

に

任
命
す
る
」
(C
E
C
A
条
約

二
七
条
一
項

)。
経
済

共
同
体

の
理
事
会
は
、
「
構
成
国

の
代
表

に
よ

っ
て
構
成
さ
れ
る
。
各
政
府

は
そ

の

一
員
を
代
表

に
任
命
す

る
」
(C
E
E
条
約
一

四
六
条
一
項

)。

殆

ん
ど

要

の
、
そ

し

て
意

窪

全

く

亘

の
規

定

で
あ

る

。

両
機

関

縫

成

に
お

い
て
全

く

同
じ

で
あ

る
。

(
し
か

冗4

し
も
ち
ろ
ん
共
通
の
機
関
で
は
な

い
)
。

両
機

関

と
も

構

成

国

そ

れ
ぞ

れ

の
政

府

に
よ

っ
て
任

命

さ

れ
る

「
国

家

代

表
」

に
よ

っ
て
構

成

さ

れ



る
。
従

っ
て
両
機
関
の
構
成
員

は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
政
府

の
訓
命

に
拘
束
さ
れ
、
そ

の
地
位

は
そ
れ
ぞ
れ

の
国
家

に
依
存
し

て
い
る
。
両
機

魏

関

の
構
成
員

は

一
定
の
任
期
を
も

っ
て
任
命
さ
れ
る
も

の
で
は
な
く
、
交
替

は
各
国
政
府

の
任
意

で
あ
り
、
従

っ
て
そ

の
地
位

は
政
府

へ

の
強
い
従
属
性
を
有
し
、
ま
た
そ

の
国

の
政
治
情
勢

の
影
響
を
う
け
る

こ
と
が
多

い
。

(
5
)

(
6
)

機
関

名
称

の
変
更

と

「
超

国
家

的
」

の
語

の
消
失

は
決

し

て
無
関

係

で
は
な

く
、

こ
れ
ら

の
変

化

が

「
単

な

る
偶
然
」

で
は
な

い
こ
と
が
、

し
ば

し
ば
指

摘

さ
れ

る
。

例

え
ば
、

局
・
U
o
げ
o
偉
の
ω
P

H
o
ω
9ユ
の冨

9
の
"
o
犀
さ
鎚
Φ
ω
9

ぎ
ω
鼠
言
臨
o
昌
昌
巴
ω
O
o
一90

0
◎
目
日
口
口
"
信
ま

国
8
口
9
β
β
ロ
o
国
信
8
b
似
o
昌
旨
ρ

や

ω
Q。
.

(
畠
僧
昌
ω

ピ
o
ω
b
ω
b
o
9
ω
}
信
ユ
島
ρ
ロ
霧

山
q

]≦
母
o
げ
仏
O
o
日
目
ロ
P

日
㊤
㎝
Q◎
"
り
弓
●
ω
α
～
躰
O
・)

≦
♂
℃
o
昌
"
言
o
葵

"
ぎ
ω
銘
ε
什
一〇
昌
の
①
藍
3
0
傷
o
旨
昌
o
ω
9

]≦
胃
o
げ
似
O
o
ヨ
§
ロ
P

μ
O
切
P

窄

①
O
.

名
称

の
変
更

は
委
員

会

の
独
立
性

の
後

退
、
任

務
、

権
限

の
変
化

の
反
映

で
あ

ろ
う
。

「
超
国
家

的
」

の
脱

落

に
欧

州
防

衛
共
同

体

の
失
敗

の
ひ
と

つ
の
影
響

を

み
る

こ
と
が

で
き

る
。

C

E
C

A
条

約

と
比
較

し
て
C

E
E
条
約

に
み
ら

れ

る
こ

の
機
関

の
名
称

の
変
更

と
超
国
家
的

の
語

の
脱
落

と
機

関

に
関

す

る
規

定

の
移

動
お

よ
び
配
列

順
序

の
変
更

が
経
済

共
同
体

の

い
わ
ゆ

る
超

国
家

性

の
後

退

を
象
徴
す

る
も

の
と

し

て

つ
ね

に
指
摘

さ

れ
る
。

構
成
員

の
任

命

が
政
府

か
ら
独

立

し
て

い
る
機
関

に
総
会

が
あ

る
。

総
会

へ
の
代
表

は
各
構

成
国

そ
れ
ぞ

れ

の
定

め
る
手

続

に
従

っ
て
構
成

国

の
議

会
が
任
命

す

る
(C
E
E
条
約

=
二
八
条
1
)。

さ
ら

に
条
約

は
全
構
成

国

に
お
け

る
統

一
手

続

に
よ
る

直
接

並
日
通

選
挙

に
よ

っ
て

代

表

の

選
任

が

行

わ
れ

る
べ
き

.、
と
を
予
定

し

て

い
る
(
胴
条
)。

総
会

の
構
成

員

は

「
国

民

の
袋

」

で
あ

っ
て
(
℃
記
撰

約
)、

国
家

の
代
表

で
は
な
く
、

従

っ
て
政
府

の
訓

令

に
拘
束

さ

れ
る

こ
と
は
な
く
、

そ

の
地
位

は
独

立

で
あ

る
。

こ
の
地
位

の
独
立

牲

は
任
命

の
政
府

か
ら

の
独

立
に
よ

っ
て

よ

り
高

め
ら

れ
て

い
る
。

三

 

石
炭
鉄
鋼

共
同
体
の
最
高
機
関
お
よ
び
経
済
共
同
体

の
委
員
会

は
、

そ

の
講
成
員

の
地
位

の
独

立
性

(
両
機
関
の
構
成
員
の
間
に
若
干
の
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差
異
が
み
ら
れ
る
が
)

に
よ

っ
て
、
構
成
国
か
ら
独
立

の
機
関

で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
性
格

を

「
超
国
家
的
」

と
よ
び
う

る
と
す
れ
ば
、

最
高
機
関

お
よ
び
委
員
会

は
超
国
家
的
性
格

の
機
関

で
あ
る
。
他
方
、

石
炭
鉄
鋼
共
同
体

の
協
議
会
お
よ
び
経
済
共
同
体

の
理
事
会
は
、

伝
統
的
な
国
際
機
構

に
お

い
て
普
通

に
み
ら
れ
る
国
家
代
表

に
よ

っ
て
構
成
さ
れ
る
機
関

で
あ
り
、
保
守
的
な
、

い
わ
ば
国
家
間
的
性
格

の
機
関

で
あ
る
。

従

っ
て
石
炭
鉄
鋼
共
同
体
お
よ
び
経
済
共
同
体
は
、
そ
れ
ぞ
れ
そ

の
主
要
な
機
関

と
し
て
、
超
国
家
的
性
格

の
機
関

と

国

家
間
的
性
格

の
機
関
と
を
備
え

て
い
る
と

い
う

こ
と
が
で
き

る
。
そ
こ
で
次

に
問
題

と
な
る

の
は
、

こ
の
性
格

の
異
る

二

つ
の
機
関

の

う

ち
ど
ち
ら

の
機
関
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
共
同
体

の
中

に
お
い
て
、

よ
り
重
要
な
任
務
を
も

ち
、

よ
り
優

越
し
た
地
位

を
占

め
て
い
る
か

と

い
う

こ
と
で
あ
る
。

石
炭
鉄
鋼
共
同
体

の
最
高
…機
関

は
、

「
本
条
約

に
よ
り
定

め
ら
れ
た
目
的

の
達
成
を
、

本
条

約
に
よ

っ
て

規
定
さ
れ
た

条
件

に
基

い

て
、
確
保
す
る
任
務
を
有
す
る
」
(C
E
C
A

条
約
八
条
)。
そ

し
て
最
高
機
関

は
、
「
そ

の
委
任
さ
れ
た
任
務

の
執
行

の
た
め
、
本
条
約

に
規
定
さ
れ
た

条
件

に
基

い
て
、
決
定
を
行

い
、
勧
告
を
し
、
ま
た
は
意
見
を
述

べ
る
」
(C
E
C
A
条
約

一
四
条
一
項

)
。
決
定

お
よ
び
勧
告
は
拘
束
力

を
有
す
る

(銅
論
兜
)
。

す
な
わ
ち
最
高
機
関

は
石
炭
鉄
鋼
共
同
体

の
目
的
を
実
現
す

べ
き
任
務
を
有
し
、
そ

の
任
務

の
遂
行

の
た

め
に
決
定
権
を
行
使
す
る
。
多

く

の
場
合
、
最
高
機
関

が
決
定
権
を
行
使
す
る

に
あ
た

っ
て
、
協
議
会

(
お
よ
び
そ
の
他
の
機
関
)

の
干
与

(
同
意
、
諮
問
等
)
が
規
定
さ
れ

て
お
り
、
ま
た

「
協
議
会
が
共

同
目
的
の
達
成
に
適
当
ま
た
は
必
要
と
認

め
る
あ
ら
ゆ

る
提
案

お
よ
び
措
置

を
検
討
す
る
よ
う
最
高
機
関

に
請
求
す
る
こ
と
が
で
き

る
」
(C
E
C
A
条
約

一一山ハ条
一二
項

)
と
い
う
意
味

に
お
い
て
、
協
議

会
に
最
高
機
関

に
対
す
る

い
わ
ゆ
る
発
議
権
が
与

え
ら
れ

て

い
る
◎

し
か
し
決
定
権

は
原
則

と
し

て
最
高
機
関

に
属
し
、
共
同
体
の
活
動

に
お
い
て
最
も
重
要
な
役

割
を
演
ず

る
の
は
、
決
定
機
関
と

し

て
の
最
高
機
関

で
あ
る
。

経
済

共
同
体

に
お
い
て
理
事
会
は
、
「
本
条
約

に
よ
り
定

め
ら
れ
た
目
的

の
達
成
を
確

保
す
る
た
め
、
本
条
約

に
よ

ρ
て
規
定
さ
れ
た
条

73

件

に
基

い
て
、
ー

構

成
国

の

一
般
経
済

政
策

の
調
整

を
確
保
し
ー

決
定
権
を
行
使
す
る
」
(C
E
E
条
約

一
四
五
条

)。
理
事
会

の
任
務

は
二
つ
の
面

4



に
お

い
て
現
わ
れ
る
。

一
つ
は
石
炭
鉄
鋼
共

同
体

の
協
議

会
と
同
じ
く
、
国
家
代
表
機
関

と
し
て
構
成
国

の

】
般
経
済
政
策
を
構
成
国
相

互
間

に
お
い
て
、

ま
た
共
同
体

の
経
済
政
策

と
の
間

に
お

い
て
調
整
す
る
と
い
う

こ
と
で
あ
り
、
他

は
条
約

に
よ

っ
て
定

め
ら
れ
た
目
的

の
実
現
の
た

め

「
決
定
権

を
行
使
す
る
」

こ
と
で
あ

る
。
委
員

会
は

「
共
同
市
場

の
運
営

お
よ
び
発
展

を
確
保
す
る
た
め
、
1

本
条
約

の
規
定
お
よ
び
本
条
約

に
基
き
諸
機
関

に
よ

っ
て
と
ら
れ
る
措
置

の
適

用
を
監
視
し
、
1

本
条
約

に
明
文

の
規
定

の
あ
る
場
合

ま
た
は

委
員
会

が
必
要

と
認

め
る
場
合
は
、
本
条

約

に
規
定
す
る
事
項

に

つ
い
て
勧
告
ま
た
は
意

見
を
述

べ
、
1

本
条
約

に
規
定
す
る
条
件

に

基

い
て
、
独
自

の
決
定
権
を
行
使
し
、
ま
た
理
事
会
お
よ
び
総
会

の
行
為

の
形
成

に
参

与
し
、
ー

理
事
会

の
定

め
る
規
則

の
執
行

の
た

め
、
理

事
会

に
よ

っ
て
委

員

会

に
与

え
ら

れ

る
権

限

を
行

使

す

る
」

(C
E
E
条
約

一
五
五
条

)。
委

員

会

の
任
務

の
規
定

は
や

や
複

雑

で
あ
る

が

、
委

員

カ

カ

も

も

ね

や

セ

も

も

も

会

も

ま

た

「
独

自

の
決
定

権

を

行

使
す

る
」

と
規

定
さ

れ

て

い
る
。

そ

し

て

一
八

九
条

は

「
理
事

会

お

よ
び

委
員

会

は
、

そ

の
任
務

の
達

成

の
た

め
、

本
条

約

に
規

定

さ

れ

る
条

件

に
基

い
て
、

規

則

お

よ
び

命

令

を
定

め
、

決

定

を

お

こ
な

い
、

勧

告

ま

た

は
意

見
を

述

べ
る
」

と
規
定

し

て
い

る
。

規

則

、

命

令

お
よ

び

決
定

は
拘
束

力

を

有

す

る

(
一
八
九
条
二
、

三
、
四
項

)。

経

済

共

同
体

条

約

に

お

い

て
は
、

理
事

会

お

よ
び

委

員
会

が

と
も

に
決
定
権

を
行

使

す

る

こ
と

が
規
定

さ

れ

て

い
る
。

し

か
し

こ

の
こ

と

は
両
機

関

が

対
等

の
地

位

に
あ

る

こ
と
を

意
味

す

る

も

の
で
も

な

く
、

ま

た
権

限

が
競

合

し

て

い
る

こ

と
を

示

す
も

の

で
も

な

い
。

「
本

条

約

に
定

め
る
条

件

に
基

い
て
」

と

い
う

限

定

旬

は
、

両
機

関

が

そ

れ
ぞ

れ

決
定

権

を
行

使

す

る
場

合

と
そ

の
条
件

と
が

個

々
に
条
約

に
よ

っ
て
明

示

さ

れ

て

い
る

こ

と
を

示

し

て

い
る
。

(
従

っ
て
両
機
関

に

一
般
的
な

い
わ
ゆ
る
立
法
権
を
与
え
た
も

の
で
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

こ
の
こ
と
は
石
炭
鉄
鋼
共
同
体

の
最
高
機
関
に
つ

い
て
も
同
じ
で
あ

る
)。
そ

こ
で

い
か
な

る
事

項

に

つ
い

て
両

機

関

そ
れ

ぞ

れ

が
決

定

権

を
行

使
す

る

か
、
と
く

に
拘

束
力

あ
る

決
定

を

な

し

(
7

)

う

る
か
は
、
個

々
の
条
丈

に

つ
い
て
検
討
し

て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ

の
よ
う
な
検
討

の
結
果

い
え
る

こ
と
は
、
規
則
、
命
令

ま
た

は
決
定

の
干
与
が
予
定
さ
れ
る
大
部
分

の
場
合

は
、
そ

し
て
最
も
重
要

な
事
項
に

つ
い
て
は
、
決
定
権
は
理
事
会

に
保
留
さ
れ

て
い
る
と

い
う

こ
と
で
あ
る
。
委
員
会

に

「
独
自

の
決
定
権
」

が
与
え
ら
れ

て
い
る
が
、
そ
れ
は
経
済

政
策

の
作
成

の
よ
う

な
共
同
市
場

の
よ
り
発

474
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展
的
な
面

に
お
い
て
適

用
さ
れ
る

こ
と
は
な
く
、
差
別

の
排
除
(C
E
E
条
約

七
九
条
4

)
と
か
援
助

の
廃
止
(勲
箆
)
と
い
う
よ
う
な
む
し
ろ
共
同
市

場
発
展

の
た
め
の
地
な
ら
し
的

な
面

に
お
い
て
、
あ
る

い
は
ま
た
保
護
条
項

の
許
与
能
批
鯨
23
馴
一
)
等

の
共
同
体

の
利
益

と
い
う

よ
り
は
む
し
ろ
国

(
8

)

家
的
利
益

の
た
め
に
奉
仕
す
る
面

に
お

い
て
適

用
さ

れ
る
に
す
ぎ

な

い
。

い
ず

れ
に
し
ろ
委
員
会

の
決
定
権

は
、
限
ら
れ

た
、
か

つ
第

二

次
的
な
重
要
性
を
も

つ
事
項

に

つ
い
て
行
使
さ
れ
る

に
す
ぎ
な

い
。

従

っ
て
経
済
共
同
体
に
お
け
る
主

た
る
決
定
機
関

は

理
事
会

で
あ

る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

し

も

理
事

会

は

「
決

定

権

を
行

使

す

る
」
、

委

員

会

は

「
独

自

の
決
定

権

を
行

使

す

る
」

と

い
う

表

現

は
、

理
事

会

が
本

来

の
決

定

機

関

で

あ

る

こ

と
を

示
す
も

の
で
あ

ろ
う

。

ま

た

理
事

会

の
任
務

に

つ
い

て

の
規

定

と

石
炭

鉄

鋼

共

同

体

の
最

高
機

関

の
任

務

に

つ
い

て

の
規

定

と

の
間

に

み
ら
れ

る

興
味

あ

る

類
似

を

指
摘

す
る

こ

と
が

で
き

る
。

「
最

高
機

関

は
、

本

条

約

に

よ
り
定

め
ら

れ

た

目
的

の
達

成

を

、

本

条

約

に
よ

っ
て
規

定

さ

れ

た
条

件

に
基

い

て
、

確

保

す

る
任
務

を
有

す

る

」

(ピ
弾
口
舞

8

》
昏
。
円ま

・ω汀

げ
胃
σq
似。
創
.嚢。
器
自
9

冨

は
慧

ω巴

B

α
。
ω
09
①
梓ω
ゆ
図
傷ω
娼
蝉
H
一。
O
『亀
ωΦ昌
け
け賠9
ま

山
p
ロ
ω
一。
ω
。。
昌
山
三
。
昌
ω
b
『
似く
=
Φ
ω
"
9。
円
。
Φ一β
智
。
い
)
(C
E
C
A

条
約
八
条
)
。
「
本

条

約

に
よ
り

定

め
ら
れ

た

目

的

の
達

成

を

確
保

す

る

た

め
、
本
条

約

に
よ

っ
て
規

定

さ

れ

た
条

件

に
基

い

て
、
理

事
会

は
…

…
」

(国
昌

謹

①
ユ
.器
ω自
Φ=

聾
同鐙
房
蝕

自

岱
儒

。
9
Φ
房

⇔
鍬

ω
将
↓
一。
℃
隔α
の①昌
コ

見9
ま

g

α9
昌
ω
一。
ω
。
。
昌
傷
…
。
昌
ω
b
目
牙
口
。
ω
℃
曽
困
。①
巨

,。
凶L
①
O
。旨
ω。ぞ

…
…
)
(
C
E
E
条
約

一
四
五
条

)。

経
済

共

同
体

条

約

の
立
案

者

の
意

図

は
明

ら

か

に
石
炭

鉄

鋼

共

同
体

に
お
け

る
最

高
機

関

の
任

務

と
比
肩

し
う

る
任

務

を
、

経
済

共

同
体

に
お

い

て

は
理

事

会

に
与

え

る

こ
と

に
あ

っ
た

と
思

わ

れ
る

。

経

済

共

同
体

の
活

動

に
お

い

て
重

要

な
役

割

を
演

ず

る

の
は
、

主

た

る
決

定
機

関

で
あ

る

理
事

会

で
あ

る
。

し

か
し
制

度

的

な

ま

と

ま

り

と

い
う

点

か
ら

い
う

と

、
経
済

共

同

体

は

石
炭
鉄

鋼

共

同
体

に
劣

っ
て
い
る
。

経

済

共

同
体

に
お

い

て

は
、

と
も

か
く
も

決
定

権

は

理

事

会

と
委

員

会

と
が
分

有

し

て

い
る
。

そ

し

て
そ

の
う

ち

主

た

る
決

定
機

関

が

理
事

会

で
あ

る
。

こ

こ
に
石
炭

鉄

鋼

共

同
体

と
比
較

し

て

妬

経
済

共
同
体

の
本
質

的
な
相
違

の
ひ
と

つ
を
み
る
こ
と
が

で
き

る
。
す
な
わ
ち
執
行
権

の

一
元
的
構
成

と
二
元

的
構
成

の
相
違

、
そ
し

て



石
炭
鉄
鋼

共
同
体

に
お
い
て
は
、
超
国
家

的
性
格

の
機
関
で
あ
る
最
高
機
関

が
決
定
機
関

の
地
位
を
占

め
て
い
る

の
に
対
し
、
経
済

共
同
体

に
お
い
て
は
、
国
家
代
表
機
関
で
あ
り
国
家
間
的
性
格

の
機
関

で
あ
る
理
事
会
が
主
た
る
決
定
機
関

で
あ
る
と
い
う

こ
と
の
相
違

で
あ
る
。
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(
7
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O
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目
目
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国
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目
δ
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『
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鱒
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噂
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9
ω
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ω
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昌
昌
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ω
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(
》
旨
昌
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巴
3

国
B
口
$
δ

α
o
U
円
o
詳

同昌
什臼
昌
9
δ
ロ
9。
r

H
O
α
8

b
ロ
.
軽
ヨ
～
切
罵

.)

右

に
理

事
会

の
千
与

が
規
定

さ
れ

て

い
る
諸

条

(
委
員

会

の
協

力

な
し

に
行

わ
れ

る
場
合
、

委
員
会

の
提
案

に
基

く
場
合
、

委
員
会

の
議

決

を

取
消

し
う

る
場

合

と
三

つ
に
わ
け

ら
れ

て

い
る
)
、

委
員

会

の
独

自

の
決

定
権

の
行
使

を
規
定

し

て
い
る
諸

条

の

一
覧

表

お
よ
び
規
則
、

命
令
、

決
定

の
干
与

に

つ
い
規
定
さ

れ

て

い
る
諸
条

の

一
覧

表
が

掲
載
さ

れ

て

い
る

(
決

定
権

の
主
体
も

示
さ

れ
て

い
る
。

な

お
諸

機
関

の

内
部
運

営

に
関
す

る
諸
決
定

に

つ
い
て
規

定
し

て

い
る
諸
条

は
、

こ
の

一
覧

表

か
ら
除
外

さ
れ

て

い
る
)
。

な

お
桑

原

「
欧
州

経
済

共

同
体

の
制

度
的

考
察

」

1

皿

(
商

学
討

究

一
一
巻

二
号
、

三
号
)

委

員
会

が
、

財
政
的

性
格

を
有

す

る
関
税

の
代
替

が
構
成

国

に
重

大
な
困
難

を

ひ
き

お
こ
す

と
認

め
た
場

合

に
は
、

委
員
会

は

一
定

の
条

件

の
も

と

に
こ
の
関
税

を
保
持

す
る

こ
と
を
構
成

国

に
許

可
す

る

(
嚇
七
条
4
)。

特

別

の
困
難

に
直

面

し

て
い
る
構
成

国

に
対

し
、
委

員
会

は
あ

る

種

の
関

税

の
調
整

を
猶
予
す

る

こ
と
を
許

可
す

る
(
二
六
条

)
。

資

本
移
動

が
構
成

国

の
資

本
市

場

の
運
営

を
撹
乱

す

る
結
果

を
招
く

よ
う
な

場

A是

は
、

委
員
会

は
そ

の
票

資
本
移
動
に
関
し
て
保
護
措
置
を
と
る
.、
と
を
許
可
す
る
(七
三
条

-

りβ)。
(鴇

笙

ま

鄭

↑
)。

こ
の
よ
乏

委

員
会

が
独
自

の
決
定
権

を
行
使
す

る
場

合

の
な

か

に
、

国
家
的
目

的

の
た

め
に
そ

の
決

定
権

を
行

使
す

る
場
合
が
多

く
あ

る
。

超

国
家
的

性

格

の
機
関

で
あ
る
委
員
会

が
、

共

同
体

の
超
国
家

的
目
的

の
た
め

と
い
う

よ
り
、

む

し
ろ
国
家
的

目
的

の
た

め
に
、

国
家

の
主
権

を
制

約

す

る
た

め
に
と

い
う

よ
り
、

む

し

ろ
主
権

の
制

限

か
ら
国
家

を
解

放
す

る

た

め
に
働

く
。

こ
の
こ
と
を

エ
ロ
オ
は

「
消
極
的

超
国
家

性
」

(訂

ω
ロ
鷺
9。
自
讐
δ
ロ
9。
犀
似

法

oq
曽
怠
く
Φ
)

と
よ
ん

で
い
る
。

超

国
家

的

な

機

関

に
よ

る

主
権

へ
の

奉

仕
が
自

己

の
超

国
家
性

に
対

し

て

否
定
的

(
け
α
αq
讐
5

に
作

用
す

る
と

い
う

こ
と
で
あ

ろ
う
。

エ

ロ
オ
は
経
済

共
同
体

に
み
ら
れ

る

こ
の

「
消

極
的

超
国
家
性
」

を
、

「
超
国
家

的

な

フ
ァ

サ
ー
ド

に
身

を

か
く

し
、

そ

れ
を
う

ま
く
利
用

し

て

の
さ
ば

り
出
た
、

己
を
偽

っ
た

国
家
間

主
義
、

腹

の
黒

い
国
家
間

主
義
ー

超

国

家

的
手

続

の
口
添

え
や
取
次

ぎ

に
よ

っ
て
、

や

ん
わ
り

と
そ

の
目
的

を
仕

遂
げ

よ
う

と
す

る

(
だ

か
ら

と

い

っ
て
決
し

て
効
果
的

で
な

い
わ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

け

で
は

な
い
)
間
接

的
国
家

間
主
義

で
あ

る

に
す

ぎ
な

い
」

と
き

め

つ
け

て
い
る
。

エ
ロ
オ
は
経
済

共
同
体
条

約

に
み
ら

れ
る

こ
の
間

接
的

国
家
間

主
義

お
よ
び
直

接
的

国
家

間

主
義

(
前

と
区

別

し
て
古
典

的

国
家

間

主
義
を

こ
う

よ
ぶ
)

を
指
摘

し
、

経
済
共

同
体

は
石
炭
鉄
鋼

共



同
体

と
異

り
国
家

間
的
性

格

の
も

の

で
あ

る

と
規

定
し
、

経

済
共

同
体

の
制
度

的
装

置

に
み
ら

れ
る

こ

の
国
家

間
主
義

が
、

結
局

は
条
約

の

目
的

そ

の
も

の
を
攻
撃
す

る

こ
と
に
な

る

で
あ

ろ
う

と
述

べ
、
市

場
組
織

の
確
保

の
た

め

に
は
超
国
家
的

メ
カ

ニ
ズ

ム
こ
そ

不
可
欠

な
も

の

で
あ

り
、

そ

の
た

め
に
諸

機
関

が
超

国
家

性

へ
脱
皮

す

る

こ
と
が
望

ま
れ
る

と
述

べ

て
い

る
。
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(
9

)

石
炭

鉄
鋼

共

同
体

の
最

高

機
関

は
、

拘
束

力

の
あ

る

「
決

定
」

お
よ

び

「
勧

告

」
を

行
う

。

決
定

は

「
あ

ら
ゆ

る
点

で
拘
東

力
」

を
も

ち
、

勧

告

は

「
そ

れ

が

指

示
す

る

目
標

に
関

し

て
拘
束

力

」

を
も

っ
て

い
る
(C
E
C
A
条

約
一
四
条

)。

そ

し

て

「
決
定

お

よ
び

勧
告

は
、

そ

れ
が

個

別

的
性

格

を
有

す

る

場

合

に
は
、
関

係

者

へ
通

告

を
行

う

こ

と

に
よ

り
そ

の
関

係
者

を
拘
束

す

る
。

そ

の
他

の
場

合

に
は
、

決
定

お
よ

び

勧

告

は
公

表

を
行

う

だ

け

で
適

用

さ
れ

る

」
(C
E
C
A
条
約
一

五
条
二
項
、
三
項
)。

決
定

と
勧
告

は
、

国

家

に
対

し

て
だ

け

で

は
な

く
、

個

人

(
企
業
)

に
対

し

て

も

行

わ
れ

る
も

の

で
あ

る
。

そ

の
対
象

が

た

と
え

ば

一
鉱

山

と

か

一
企

業

で
あ

る

か
、

ま

た

は

一
セ
ク

タ
ー

の
全

企
業

と

か
国

家

で

あ

る

か

に
よ

っ
て
、

決

定

お
よ

び

勧
告

は
個

別
的

性

格

の
も

の

と

一
般

的

性
格

の
も

の
に
分

け
ら

れ
、

前

者

は

「
通

告
」

に
よ

り
関

係

者

を
拘

束

し
、
後

者

は

「
公
表

」

に
よ
る

の
み

で
実

施
さ

れ
る
。

従

っ
て
最

高

機

関

の
決

定

お
よ

び

勧

告

は
、

通

告

ま

た

は

公

表

を

行

う

だ
け

も

も

カ

で
、
す
な
わ
ち
国

家
に
よ
る
な
ん
ら

の
行
為
を
必
要

と
す
る
こ
と
な
く
効
力
を
生
じ
、
構
成
国

の
関
係

企
業
を
直
接

に
拘
束
す

る
Q

石
炭

鉄
鋼

共
同
体

の
最
高
…機
関
が
、
構
成
国

の
企
業

に
対
し
直
接
性
を
有
す
る
権
限
を
も

っ
た

と
い
う

こ
と
は
、
国
際
機
構

の
発
達
史
上
、
革

命
的
な
出
来
事
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
最
高
機
関

に
与

え
ら
れ
た
権
限

の
こ

の
革

命
的
な
性
格
を
、
ま
た

「
超
国
家
的
」

と
形
容
し
う
る

と
す

れ
ば
、
最
高
機
関

は
超
国
家
的
権
限
を
も

っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
が
で
き
る
。

77

経
済
共
同
体

の
理
事
会
お
よ
び
委
員
会
は
、
規

則
、
命
令
を
定

め
、
決
定
を
行

い
、
勧
告

ま
た
は
意
見
を
述

べ
る
。

こ
の
う

ち
拘
束
力

4



あ
る
も

の
は
規
則
、
命
令
お
よ
び
決
定
で
あ
り
、
個
人

へ
の
直
接

性
と
関
係

あ
る
の
は
規
則

と
決
定

で
あ
る
。

「
規
則

は

一
般
的
な
効
力

(§
o
宕
ユ
似o
σq
曾
恥
巴
o
)

を
有
す
る
。
規
則
は
あ
ら
ゆ
る
点
で
拘
束

的
で
あ

り
、

い
ず
れ

の
構
成
国

に
お

い
て
も
直
接

に
適
用
さ
れ
る
」

(C
E
E
条
約
一

八
九
条
二
項

)。
「
決
定

は
そ
れ
が
指
示
す
る
受
領
者
に
対
し

て
、
あ
ら
ゆ
る
点

で
拘
束

的
で
あ
る
」
(醐
縣
)
。
そ
し
て
「
規

則
は
共
同
体
公
報

に

公
表
さ
れ
る
。
規
則

は
そ
れ
が
定

め
て
い
る
日
に
、
も

し
そ

の
定

め
が
な
い
場
合
は
、
そ

の
公
表

の
の
ち

二
十

日
目

に
効
力
を
生
ず
る
。

(
命
令
お
よ
び
)

決
定
は
そ

の
受

領
者

に
通
告
さ
れ
、

こ
の
通
告

に
よ

っ
て
効
力
を
生
ず

る
」
(鴫
旭
電
棘
約
)。
す
な
わ
ち
規
則
は
国
内
的
な

(
10

)

手
続
を
必
要
と
す
る
こ
と
な
く
、
構
成
国

の
国
民
を
直
接

に
拘
束
す
る
。
決
定

は
必
ず
し
も
国
家

の
み
を
対
象

と
す

る
も

の
で
は
な
く
、

個
人

に
対
し
て
も
行

わ
れ
る
場
合
が
あ
り
、
通
告

に
よ
り
直
接
そ

の
個
人
を
拘
束
し
、
ま
た

一
九

二
条

に
規
定
さ
れ

て
い
る
条
件
に
基

い

て
執
行
力
を
有
す
る
。
規
則

お
よ
び
決
定

は
、

こ
の
よ
う

に
個
人

に
対
す
る
直
接
性
を
も

っ
て
い
る
。
規
則

は
理
事
会
お
よ
び
委
員
会

の

決
定
権
行
使
に
あ
た

っ
て
と
ら
れ
る
普
通

の
形
態

で
は
な
く
、
規
則

の
制
定

が
予
定
さ
れ
ま
た
は
可
能
な
場
合
は
決

し
て
多
く

は
な

い
。

と
く

に
委
員
会

に
規
則
の
制
定
権
が
与
え
ら
れ
る
場
合
は
極

め
て
稀

で
あ
る
。
ま
た
決
定
も

本
来
個
人
を
対
象

と
す

る
決
定
の
形
態

で
あ

る
と

い
う
わ
け
で
は
な
く
、
個
人

に
対
す
る
場
合
は
ご
く
限
ら
れ

て
い
る
。
し
か
し
と
に
か
く

「
直
接
性
」
を
有
す

る
権
限
が
、
理
事
会

お
よ
び
委
員
会
、
と
く
に
理
事
会

に
与
え
ら
れ

て
い
る
。
従

っ
て
経
済
共
同
体

の
理
事
会

お
よ
び
委
員
会
も
ま
た
、
石
炭
鉄
鋼
共
同
体

の

最
高
機
関

と
同
様
、
超
国
家

的
権
限
を
も

っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
が
で
き
る
。
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(
9
)

「
あ
ら
ゆ

る
点

で
」

(
卜
$

鼠
息
ω
δ
昌
oo
8
三

〇
び
謡
oq
鋤
けo
貯
Φ
の
§

琶
§

鳶
ミ
越

"
隷
ミ
鳴
ミ
争
)

と
い
う

の
は
、

決
定

の
拘
束
性

が
次

に
規

定
す

る
勧
告

の
拘
束
性

と
は
異

る
も

の
で
あ

る

こ
と
を

と
く

に
示

し
た
も

の

で
あ

ろ
う
。

す
な

わ
ち
勧
告

(
経
済

共
同
体

の
勧
告

は
普
通

の
国
際

機
関

の
勧
告

と
同

様
拘

束
力

は
な

い
が
、
石
炭
鉄
鋼

共

同
体

の
勧

告

は
拘

束
力

が
あ

る
)

は
、
達

成
す

べ
き
目
標

(一〇
ω
び
q
一ω
)

を
指

示
す

る

行
為

で
あ
り
、

そ

こ
に
示
さ

れ
た
目
標

を
達
成
す

べ
き

こ
と
を
義

務

づ
け

て
い
る
と

い
う
意

味

に
お

い
て
、

「
目

標

に
関

し
て
」

(α
簿
昌
ω

器
ω

ぴ
暮
。。
)
拘
束

的

で
あ

る
、

が

し
か
し
そ

の
目
標
を
達
成

す

る
た

め
に

と
る

べ
き
手
段

に

つ
い

て
ま
で
指

示

し

て
は
い
な

い
。
そ

の
目
標

を
達

成
す

る

た
め
に
適

当

と
思

わ

れ
る
手

段

の
選
択

に

つ
い
て
は
勧
告

を
う

け
た
も

の
の
自
由

に

ま
か
さ

れ

て

い
る
。

従

っ
て
石
炭
鉄
鋼
共

同
体



欧州経済共同体の性格に関する若干の考察

(
10

)

の
勧

告

は

、
そ

の
目

標

に
関

し

て

は
拘

束

的

で

あ

る

が
、
そ

の
手

段

に

つ

い

て

は
拘

束

的

で

は

な

い

と

い
う

よ

う

に

分

け

ら

れ

て

い

る
。

そ

れ

に
対

し

て
決

定

は
そ

う

い
う

区

別

を

設

け

ず

、

「
あ

ら

ゆ

る

点

で
」

拘

束

的

だ

と

い

う

意

味

で

あ

る

と
思

わ

れ

る
。

英
文

で

は
、

U
8
尻
δ
ロ
の

母

o

び
陣口
島
昌
αq

§

§

ミ
堅

、
恥
魯

ミ

の

と

い
う

表

現

が

用

い
ら

れ

て

い
る

(
》
・
=
・
菊
o
げ
①
h
冨
o
P

ピ
o
αQ
掌Ω
一
勺
8

9
0
日
ω

o
剛
同
郎
『
o
需

曽
ロ

冒

けo
I

σq
鑓

怠
o
昌
・

涛
Φ
6
羅
o
臨

α
o
ω
0
◎
ロ
房

℃
H
り
α
8

押

,

同
自

.

次

の
経

済

共

同

体

の

場

合

に

つ
い

て

は
、

O
o
口
ω
鼠
昌
8
8

巳
o
ρ

O
や

9
け
`

b
.
N
ω
●

な

お

》
●
ト

勺
0
9
ω
富
ρ

冒

富
諺

餌
梓δ
目
巴

O
o
〈
①
ヨ

白
Φ
導

巴

O
『
σq
"
巳
N
讐
δ
づ
ω
"
目
O
α
9

<
O
ド

H
"
掌

ω
O
ω

に

は
、

石

炭

鉄

鋼

共

同

体

条

約

の

一
四

条

の

こ

の
部

分

が

U
o
o
凶臥
o
昌
ω

ωげ
po
旨

ぴ
o

げ
言
虫
昌
σq

ミ

ミ

ミ
ミ
、

亀
ミ
ミ
N恥
・
と

英

訳

さ

れ

て

い

る
)
。

こ

の

こ

と

は

経

済

共

同

体

条

約

の

一
八

九

条

の
規

則

に

つ

い

て
も

同

じ

で
あ

る
。

ロ

(♂

鵠

σq
5
ヨ
o
暮

)

o
曾

O
げ
一黄
讐
O
貯
o

§

誠

き
§

越
恥

"隷
ミ
鳴
ミ
恥
・

ま

た

決

定

に

つ

い

て

も
、

ピ
曽

畠
似
息
忽
o
口

o
の
け
O
ぽ
凶αq
9δ
けo
冒
①

§

き
婁

恥
題

"隷
ミ
馬
ミ

恥
…

…
・

な

お

命

令

は
、

石
炭

鉄

鋼

共

同

体

の
勧

告

と
同

様

、

「
達

成

す

べ
き

結

果

に

関

し

て

は
」

(ρ
§

巨

碧

法

の
巳
冨
け
帥

讐
§

"
脅

Φ
)

命

令

を

受

け

た
国

を

拘

束

す

る
が

、

そ

の
結

果

を

も

た

ら

す

べ
き

「
方

式

お

よ

び

手

段

に

関

し

て

は
」

(
ρ
爵

具

似

昼

暁霞

ヨ
Φ
o
冨

莫

旨
o
団
o
器

)

そ

の
国

の
権

限

に
委

さ
れ

て

い
る
。

多
少
表
現

は
異

る
が
意
味

す

る
と

こ
ろ
は
同

じ
で
あ

ろ
う
。

「
規
則

は
あ
え

て
い
う

な
ら
ば

《
共
同
体

の
法
律
》

(一Φ
ω
一〇
一ω
O
O
b
Pヨ
賃
昌
"
⊆
け勢
凶肖
Φ
ω
)

で
あ

る
。

石
炭
鉄
鋼

共

同
体

以
来
、
欧

州

の
最

近

の

条
約

は
、

そ

の
若

干

の
機
関
、

す

な
わ

ち
石
炭
鉄
鋼

共
同
体

に
お

い
て
は
最
高

機
関
、

共
同

市
場

お

よ
び

ユ
:

ラ
ト

ム
に

お
い

て
は
理
事
会

お
よ
び
委
員

会

に
、

次

の
よ
う

な
権
限

を
認

め
た
と

い
う
事

実

に
よ

っ
て
、

重

大
な
刷
新
、

わ
た
く

し
は
そ

れ
を
革

命
的

と
よ
ん

で
み
た

い

ほ
ど

の
刷
新

が

お

こ
な

わ
れ
た
。

す
な

わ
ち
共
同
体

の
全
領

域

に
対

し

て
直

接
的

効
力
を
も

つ
規

範
を
制

定
す

る
権
限
、

い

い
か
え

れ
ば
何

よ
り
も

ま
ず

国
家

に
対

し
て
、

そ

の
機
関

に
対

し
て
、

例

え
ば
行
政

機
関

お
よ

び
司
法

機
関

に
対

し

て
拘
束

力

の
あ

る
、

さ
ら

に

い
う

ま

で

も

な
く
共

同
体

の
諸

機
関

に
対

し

て
拘

束
力

の
あ

る
、

し
か

の
み
な
ら
ず
自

然
人

で
あ

ろ
う

と
法

人

で
あ

ろ
う

と
、

あ
る

い
は
ま
た
共
同

体

の
権
限

に
属
す

る
企
業

で
あ

ろ
う

と

一
切

の
主
体

に
対

し

て
、

等

し
く

か

つ
直
接
的

に
拘
束

力

の
あ

る
規

則

を
制

定
す

る
権
限

で
あ

る
」
。

勺
・
勺
①
ω
S

8
畦
ρ

冨

ω
器

需

9
ω

♂
づ
a

o
β
器

δ

9

貯

O
o
ヨ
ヨ
葺

9。
偉
菰

国
8

ぎ

邑

ε

o

国
鑑
8

b
似
Φ
ロ
器

"
8

け①
讐
ヨ
魯

二

〇
ω

ω
o
自

8

ω

臼

α
8

剛ρ

O
b
・
O
ら
～

0
9

(
留

昌
の

H
o
ω

b
ω
娼
0
9
ω
同
ロ
ユ
凸
ρ
ロ
o
ω
ユ
ロ

】≦
90
旨

げ
似
O
o
目
ヨ

ロ
炉

μ
O
窃
Go
・
ロ
弓
.
ヨ

～

o◎
ω
・)

五
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右

に
み
た
よ
う

に
、
石
炭
鉄
鋼

共
同
体
お
よ
び
経
済

共
同
体

の
決
定
機
関

は
と
も

に
超
国
家

的
権
限
を
も

っ
て
い
る
。

こ
の
点

に
関
す

80

る
限
り
両
共
同
体

は
同
列

で
あ
る
。

4

直
接
性
を
有
す
る
権
限

を
超

国
家

的
権
限
の
名
を
も

っ
て
よ

ん
だ

と
同
様

に
、
ま
た
そ

の
地
位

が
独
立
性
を
有
す
る
機
関
を
超
国
家

的

性
格

の
…機
関
と
よ

ん
だ
。
そ
し
て
石
炭
鉄
鋼
共
同
体

に
お

い
て
は
、
超
国
家

的
性
格

の
機
関

で
あ
る
最
高
機
関
が
決
定
機
関

で
あ
り
、
経

済
共
同
体

に
お
い
て
は
決
定
機
関

は
二
元
構
成

を
と
る
が
、
そ

の
う

ち
伝
統

的
な
国
家
間

的
性
格

の
機
関
で
あ
る
理
事
会

が
、
主
た
る
決

定
機
関

で
あ
る
こ
と
を
み
た
。
従

っ
て
石
炭
鉄
鋼

共
同
体

に
お
い
て
は
超
国
家

的
性
格

の
機
関
が
超
国
家
的
権
限
を
も

ち
、
そ
れ
に
反
し

(
11

)

て
経
済
共
同
体

に
お
い
て
は
主

と
し

て
国
家
間
的
性
格

の
機
関
が
超
国
家
的
権
限

を
も

つ
。
両
共
同
体

と
も

に
そ

の
決
定
機
関
が
超
国
家

、

(
12

)

酌
権
限
を
も

つ
と
は
い
え
、
こ
こ
に
両
共
同
体

の
根
本
的
な
相
違
を
み
る

こ
と
が
で
き

る
。

(
11

)

石
炭

鉄
鋼
共

同
体

は

一
般

に

「
超
国
家

的
機
構
」

と
よ
ば
れ

る
。

そ

の
最
大

の
理
由

は
、

超

国
家
的
性

格

の
機

関

(
最
高

機
関
)

が
、

超
国

家
的

権
限
を

も

つ
と

い
う

こ
と
、

い

い
か
え

れ
ば

独
立

性
を
有
す

る
最
高

機
関

が
、

直

接
性

を
有

す

る
権

限

を
も

っ
て

い
る
と

い
う

こ

と
に

あ

る
だ

ろ
う
。

そ

の
機

構

の
超
国
家
的

性
格

の
機
関

が
超
国

家
的
権
限

を
も

つ
と
い
う

こ
と
が
、

超

国
家

的
機

構

の
規

準

と
考

え
ら

れ

て
い

る

と
い
え
よ
う
。

(
シ
ャ

ル
ル

・
ド

・
ヴ

ィ

ッ
シ

ェ
ル
は
、

「
石
炭
鉄

鋼

共
同
体

は
そ

の
構

成
国

に
所
属
す

る

企
業

に
対
す

る
最
高

機
関

の

決
定

の
直
接

的
性

格

に
よ
り
連
邦
組

織

に
接

近

し

て
い
る
」

「
こ

の

《
直
接

性
》

が

石
炭
鉄

鋼
共

同
体

を
超

国
家
的

共
同
体

た

ら
し
め

て

い

る
」

と
述

べ

て
い
る
。

O
ゲ
・
α
Φ
<
尻
ω
o
ゲ
o
が

↓
げ
似
o
賦
o
ω
Φ
け
鼠
巴
詳
似
ω
①
ロ

脅
o
詳

ぎ
什Φ
目
昌
90
怠
o
ロ
艶

b
口
げ
謡
P

N
①
似
α
..
μ
㊤
α
㎝
.
b
O
.
N
Q◎
軽
～
bo
Q。

q
・

決
定

の
直
接

性

の
み
が
超

国
家
的

共
同
体

の
規

準

で
あ

る
か

の
よ
う

に
書

か
れ

て

い
る
が
、

そ

の
よ
う
な

決
定
を
行

う
機
関

が

「
最
高

機

関
」

で
あ

り
、

そ

の
最
高

機
関
が

構
成

国

か
ら

独
立

の
地
位

を
も

っ
て

い
る
と

い
う

こ
と
を
前
提

と
し

て
の
上
で
あ

ろ
う
。

な
お
ヴ

ィ

ッ

シ

ェ
ル
は

ω
二
肩
9
昌
9
註
o
昌
巴

と

ω
信
需
『
鋒
讐
δ
賃
Φ

を
区
別

し
、

後
者

は
国
際
連

合

の
如

く
そ

の
機
関

が
国
家

に
対

し
て
決
定
権

を
行
使

す

る
が
、

個
人

に
対

し
て
は
直
接

に
決
定
権

を
行

使

し
な

い
よ
う

な
機
構

に
対

し

て
用

い
ら
れ

る

と
し
て

い
る
。

し

か
し

一
般

的

に
は

こ

の
よ

う

な
使

い
わ
け

は
必
ず

し
も
行

わ
れ

て
い
な

い
よ
う

で
あ
る
。
《
国
際

法
用
語
辞

典
》

に

は
、

ω
口
O
量
昌
讐
δ
昌
巴

は

「
国
家
間

に
設
立

さ

れ

る
共
同
体

(
口
昌
Φ

O
O
H口
Hロ
ロ
ロ
拶
信
↓
α
)

に
対

し

て
用

い
ら
れ
、

一
定

の
事

項

に
関

し
構
成

国

の
成

員

に
対

し
直

接

に
行
使

す

る
と

こ
ろ

の
権
限

を
そ

の
共
同
体

の
機
関

が
与

え
ら
れ

て
い

る

こ
と

を
示
す
形

容
語
」

と
定
義

さ
れ
、

ヴ
ィ

ッ
シ

ェ
ル
が
引
用
さ

れ

て
い
る
。

U
§

δ
β
昌
巴
鴇
o



欧州経済共同体の性格に関する若干の考察

α
¢

貯

け
o
目
ヨ
言
9
£

δ

α
ロ

脅

o
一け

宣

$
邑
昌
§昌
鉱
o
ロ
巴
"

μ
㊤
O
P

噂
や

窃
Q。
o。
～

α
Q。
P

こ

の
定

義

に

は

機

関

の
性

格

に

つ
い

て

か

か

れ

て
お

ら

ず
、

直

接

性

の

み

を
規

準

に

し

て

い

る

か

に

み

え

る

が

、

同

辞

典

の

O
o
日
巨
自
墨

自
ま

の
項

(
や

H
曽

)

を

合

わ

せ

よ

め
ば

、

や

は

り

そ

の
機

関

ヘ

ヘ

へ

は
共
同

体

の
機
関

と
し

て
、

最

高
機
関

の
如
き

ぼ
ω
菖
ε
菖
o
昌

o
o
§
ヨ
ρ
"
㊤

を
前
提

と
し
て

い
る
よ
う

で
あ

る
。

ヴ

ィ

ー

ニ

ュ
は
、

他

の
多

く

の
論
者

と
同
様
、

石

炭
鉄
鋼

共
同
体

の
超

国
家
的
性

格

を

フ

ェ
デ

ラ

リ

ス
ム
と
の
関

連

に

お

い

て
考

察

し

て

い

る

が
、

一.9
伍
8
ほ
鼠

の
唇

冨
ロ
讐
δ
ロ
巴
o

を
特
色

づ
け

る
も

の
は
何

か
と
設
問

し
、

フ

ェ
デ

ラ
リ

ス
ム
の
第

一
原
理
、

第

二
原

理

と
し
て
、

権
限

行
使

の
直
接

性

と
機
関

の
独

立
性

を
あ
げ
、

そ
れ
が

と
も

に
最
高

機
関

に
み
ら
れ

る
点

を
述

べ
て

い
る
。
U
.
<
薗
昌
o
ρ

H
拶

O
o
目
ヨ
舜
昌
拶
q
ま

国
霞

ε

似
⑦
昌
口
o

α
ロ

O
げ
曽
『
び
8

曾

盛
o
一.b
o
ぼ
o
斜

お
α
O
り
b
ウ

嵩

～
μ
ρ

な

お

「
超
国
家
的

」

と

い
う
言
葉

は
、

共
同
体

と

か
機
構

と
か
に
対

し
て
用

い
ら

れ

る
だ
け

で

な
く
、

本
文

に

お
い
て
用

い
た
よ
う

に
地
位

と
か
権

限

に
対

し

て
も
用

い
ら

れ
る

こ
と

は
い
う

ま
で
も

な

い
。

石
炭
鉄
鋼

共
同

体

の
最
高
機

関

と
経
済
共
同

体

の
委

員
会

は
超
国
家

的
機
関

だ

と
い
わ
れ

る
場
合

は
、

主

に
そ

の
地

位

の
国
家

か
ら

の
独
立
性

に

つ
い
て
い

っ
て

い
る
わ
け

で
あ

る
。

ロ
パ

ー

ト
ソ

ソ
は

《
ω
口
b
H
9
昌
9
口
o
ロ
巴

の
意

味
》

と
題
す

る

一
項

で
、

こ
の
言
葉

が
用

い
ら
れ
た

い
ろ
い
ろ
な
場

合

を
例

示
し

て
論

じ

て

い
る
が
、

そ

こ
で
と
く

に
問

題

と
さ
れ

て

い
る
の
は
、

最
高

機
関

の

ω
信
肩

"
昌
讐
δ
昌
巴

窮
毛
Φ
『
ω

の
本
質

で
あ
る
。

最
高

機
関

の
権
限

が
超
国
家
的

だ

と

い
う

場

合
は
、

そ

の
直
接
性

に

つ
い
て

い

っ
て
い
る
わ

け

で

あ

る
。

園
o
び
o
暮
8
P

8

・
o
凶梓
4
↓
げ
Φ

日
8

昌
冒
ぴq
o
h
..鐙

冒
曽
昌
9
δ
旨
亀
噛.、
"
や

一
お

～
瞑
Q◎
●)

右

の
規

準

を
も

っ
て
す
れ
ば
、

経
済

共
同
体

は
超

国
家

的
機

構

と
は
称

し
え

な

い
。

超
国
家
的

機

構
を
、

国
際
機
構

進
化

の

一
段
階

と
し
て
把
握

し
、

国
家

結
合

の
度

合

を
深

め
た

一
種

の
国
際
機

構

を
そ

う
呼

ぶ

こ
と
に
よ

っ

て
、

そ
れ

を
伝
統
的

な
国
際
機

構
お

よ
び

よ
り
高

次

の
国
家

結
合
体

(
連
邦
)

か
ら

一
応
区

別
し

て
考
察

す

る

こ
と
は
、

そ

れ
な
り

に
意

義

は
あ

ろ
う
。

し

か
し
超

国
家
的

機
構

は
学
説

の
定

め
る
範
疇

に
す
ぎ
ず
、

法

の
定

め
る
客
観
的
規

準

が
あ

る
わ
け

で
は
な

い
。
従

っ
て
学

説

の
定

め
る
規

準
如
何

に
よ

っ
て
、

あ

る
機
構

が
超
国
家

的
機
構

ま
た
は
国
際
的

(
国
家
間

的
)

機

構

の
範
疇

の
い
ず
れ

に
も
属

し
う

る
。

そ

れ

は
国
家

結

合
体

の
国
家
連

合

(
ピ
ρ

0
◎
b
h
臥
α
瓜
鴇
9
け
一〇
]P
山
鳩国
け即
eω
)

ま
た

は
連
邦

国
家

(ド
、国
富
↓

ま
伍
吟
巴
)

へ
の
類

別

の
場
合

に
似

て

い

る
。

国
家

連

合
お
よ
び
連

邦
国
家

も
そ

れ
を

明
確

に
区

別
す

る

「
法
規

の
提

供
す

る
客
観
的
規

準
」

が
あ

る
わ
け

で
は
な

い

(
田
岡
良

一

「
国
際
法

講
義
」

上
巻

=

ハ
六
頁
)
。

な

お
国
家

結
合

の
こ

の
古

典
的
分
類

は
そ

の
規

準

は
と
も

か
く

と

し
て
、

い
ず

れ
に

し
て
も
法
技
術

的

観
点

か
ら

な
さ

れ
る
分
類

で
あ
る
。

そ

こ
で
国
際
機
構

を
同

じ
観
点

か
ら
分
類
す

る
場

合

に
、

し
ば

し
ば
国
家

結
合

の

こ
の
古
典

的
分
類

が
引

合

い
に
出
さ

れ
る

こ
と
が

あ
る
。

す

な

わ
ち

○
鴨
oq
㊤
巳
ω
9
δ
づ
ω

げ
8
ヨ
⇔
或
o
昌
舜。
冨
の

と

0
目
αq
9。
巳
ω
鉾
δ
旨
ω
ω
q
鴇
9。
づ
曽
二
〇
昌
巴
Φ
ω

に

分

81

け
、

前
者

を
連

合
型

の
機

構

(9

。Q
雪

凶ω
豊

8

ω
α
①
蔓

儲

8
昌
欲
α
吟
巴
)
、

後
者

を
連

邦
型

の
機
構

(
○
円
σq
曽
三
ω
暮
凶8

ω
α
o
ξ
冨

鴎似
像
吟
巴
)

4



(
12
)

と
し

て
説
明
さ

れ

る
場

合

で
あ
る
(
凸0
の
》
.
O
O
一嵩
9
見
α
"
一
β
ω
什
一紳口
け一〇
旨
ω
同昌
eO
隔
口
9⊃
け
一〇
]P
§0
一Φ
ω
鴇
一
㊤
α
O
℃
b
り
。
卜0
◎Q
⑪
～
bσ
◎◎
刈
℃
O
"
・
GQ
ゆ
b◎
～
Q◎
り
GO
・)
。

経
済

共
同
体

に
み
ら
れ

る
著

し

い
特

色

の

ひ
と

つ
は
、

性
格

の
異

る

二

つ
の
機
関
す

な
わ

ち
理
事
会

と
委
員

会

の
密
接

不
離

な
協
力

関
係

で

あ

る
。

委
員
会

は

「
独

自

の
決
定
権
」

行
使

の
ほ
か

に
、

理
事
会

に
対
す

る
提
案
権

を
も

つ
。

理
事

会

は
経

済
共

同
体

の
主
た

る
決
定
機
関

で
は
あ

る
が
、

多

く

の
場
合
理
事
会

の
決
定

が

「
委

員
会

の
提
案

に
基

い
て
」

な
さ

る

べ
き

こ
と
を
要
求
さ

れ

る
。
委

員
会

は
そ

の
提
案
権

に
よ
り
理
事
会

の
決
定
権

に
参

加
す

る
と

い
う
形

が

と
ら

れ

て
い
る
。

そ

し

て
理
事

会

と
委

員
会

と

の
永
続

的

な
協

力
関

係
を
保
障

す

る
た

め
に
さ

ま
ざ

ま
な
苦

心
が

は
ら

わ
れ

て
い
る
。

そ

れ

は
両
機

関

の
協

力

に

つ
い
て
の
諸
規
定

に
、

理
事
会

、
委

員
会
、

総
会

の
三
機

関

の
関

係

に

つ
い
て
の
規

定

の
な

か
に
、

ま
た
理
事

会

の
議

決
方
法

の

な

か
等

に

み

ら
れ

る

(
桑

原
、

前

掲

「
理
事

会
」

お

よ
び

「
総
会
」

の

項
)
。

こ
の
理
事
会

と
委

員
会

と
の
協

力
制
度

が
経
済

共
同

体

の
独

創
的

な
制

度

と
称

せ
ら

れ

る
。

二
機
関

の
右

の
よ
う

な
関
係

お
よ
び
各

機
関

の
性
格

か
ら
判

断

し

て
経
済

共
同
体

に

お
い
て

は
委
員

会
が

「
事
実

上

の
覇
権
」

を
掌

握
す

る

こ
と
も

あ

り
え

よ
う

と
い
う
見
解

(
例

え
ば
℃
Φ
昌
巳
ロ
o
寮

噂
o
b
・
o
罫
"
や

b。
ρ
)

も

と
り
う

る
が
、

こ

こ
で
は
そ

の
よ
う
な
問

題

に
は
ふ
れ
ず
、
最

初

に
述

べ
た

よ
う
な
観
点

か
ら

の

み
経
済

共
同
体

の

ひ
と

つ
の
性
格

を
考
察

し
た
。

な

お
す

で
に
引

用

し
た
も

の
の
ほ
か
次

の
も

の
を
参
照

し
た
。

入
江
啓

四
郎

「
欧

州
石
炭
鉄

鋼
共
同

体

の
成

立
」

国
際

法
外

交
雑
誌

五

二
巻

一

・
二
合
併
号

佐
藤

和
男

「
シ
ュ
ー

マ
ソ

・
プ
ラ

ソ
の
法
的
体

制
」

ア
ジ

ア
問
題

六
巻

六
号

清
水
貞

俊

「
欧
州

経
済

共
同
体

の
性

格
」

立
命
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済
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五
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